
第２回 高速鉄道ネットワークのあり方検討委員会（議事概要） 
 

 

■日 時：令和５年３月 29 日（水）９時 15 分～11 時 10 分 

■会 場：朱鷺メッセ新潟コンベンションセンター中会議室 302 

■出席者：委員全員出席 

■内 容：以下のとおり 

 

１ 議事項目（資料に基づき、事務局（新潟県交通政策局交通政策課）から説明） 

（１）第１回検討委員会の議事概要等 

・現状と課題について（過年度調査、「新潟地域」と「上越地域」のアクセス状況等） 

・高速ネットワークのあり方に関する調査（施設計画、運行計画、概算工事費、工期

等） 

・今後のスケジュール（第２回→令和４年 12 月、第３回→令和５年２月） 

（２）高速化手法の詳細確認 

・（案１）信越本線「ミニ新幹線化」の令和４年度の調査内容、配線略図による高速化

手法の詳細、工事のステップ案等 

・（案２）信越本線「既存線改良による高速化」の令和４年度の調査内容、配線略図に

よる高速化手法の詳細等 

・調査の進捗状況（イメージダイヤの検討（案１）、表定速度の検討（案２）、概算工

事費、概略工期、所要時間（短縮時分）、メリット・デメリット） 

（３）今後の調査方針等について 

・需要予測の算定方法（検討ケース、使用データ、ゾーン区分、比較分析対象エリア、

予測モデルの選択構造等） 

・次年度の調査内容（施設計画の深度化、運行計画の深度化） 

 

２ 意見交換（委員からの主な発言項目（概要）） 

○アクセス向上だけでなく、国土強靭化の中で、国も上手く取り込みながら、検討す

るべき。 

〇県民の機運醸成が必要なのではないか。自治体、沿線住民等が共同した取組が必要。 

○まちづくり等の広い視点で副次的な整備効果を考えていくべき。 

○観光利用等、どのように取り込めるか、次年度以降、深度化してほしい。 

○長大な工事期間や運休など、県民目線でどのような影響があるかなど議論する必要

がある。 

○トキ鉄の運休による鉄道収入等、会社への影響など課題検討が必要である。 

○大規模工事ではなく、防風柵の設置等の対策で、現行の「しらゆき」の安定運行を

目指す取組が必要。 

○運行シミュレーションも、どこの便がどれほど影響があるか、分かりやすく説明し

てほしい。 

〇新潟と関西の流動だけでなく、東北方面等の他の地域についても考慮して算定すべ

きではないか。 

○観光利用等、どのように取り込めるかどうか、次年度以降、深度化してほしい。 

〇Ｂ／ＣのＢについて、どれだけ県にとって、効果があるか、次年度深度化して調査

して欲しい。 

○ベネフィットの部分で、どのような項目が考えられるか、幅広く調査検討いただき

たい。 

○交通の利便性という点で考えると、今ある信越本線の利活用を議論するべき。 
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